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開
催
に
あ
た
っ
て

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

や
ま
う
ど

こ
の
た
び
､
当
館
の
平
成
十
八
年
度
企
画
展
と
し
て
､
北
ア
ル
プ
ス
の
｢
山
人
｣
を
テ
ー

マ
に
し
た
企
画
展
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
｡

大
正
時
代
に
入
る
ま
で
は
十
分
な
地
図
や
山
の
案
内
書
は
な
-
､
北
ア
ル
プ
ス
に
お

け
る
登
山
と
い
え
ば
夏
山
中
心
で
､
ル
ー
ト
を
探
し
な
が
ら
の
探
検
的
な
登
山
が
主
で

し
た
｡
そ
の
た
め
､
当
時
の
登
山
に
は
山
を
案
内
す
る
者
の
同
行
が
不
可
欠
で
し
た
｡

こ
の
こ
ろ
､
登
山
者
を
案
内
し
た
り
登
山
の
助
言
を
し
た
り
し
た
の
は
､
山
の
地
理
に

き
こ
り

精
通
し
､
山
中
で
の
暮
ら
し
に
熟
練
し
た
地
元
の
猟
師
や
樵
な
ど
山
人
と
よ
ば
れ
る

山
の
幸
を
得
て
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
人
た
ち
が
中
心
で
し
た
｡

し
▲
よ
し
ま

北
ア
ル
プ
ス
の
山
人
と
し
て
広
-
知
ち
れ
る
と
こ
ろ
で
は
､
信
州
は
安
寒
村
島
々

か

み

じ

ょ

う

か

も

ん

じ

お

お

い

で

(
現
長
野
県
松
本
市
安
軽
)
の
上
條
嘉
門
次
､
野
口
村
大
出
(
現
長
野
県
大
町
市
平
)
の

と

お

ヤ

ま

し

な

え

も

ん

さ

と

き

ち

ま

き

こ

ば

や

し

き

さ

-

遠
山
品
右
衛
門
(
本
名
里
吉
一
､
西
棟
高
村
牧
(
現
長
野
県
安
曇
野
市
穂
高
)
の
小
林
喜
作

の
名
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
｡
か
れ
ら
は
登
山
者
に
請
わ
れ
れ
ば
猟
や
山
仕
事
の
合
間
に
山

を
案
内
し
､
登
山
の
助
言
を
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
､
い
ず
れ
も
北
ア
ル
プ
ス
を
生
活

の
場
と
し
て
い
ま
し
た
｡

か
れ
三
二
人
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
狩
猟
の
技
術
な
ど
は
､
生
ま
れ
育
っ
た
山
の

集
落
に
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
綿
々
と
継
承
さ
れ
た
山
の
知
恵
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
と
い
え
ま
す
｡
そ
う
し
た
山
の
知
恵
は
か
れ
ち
か
ち
次
世
代
へ
も
引
き
継
が
れ
､

後
に
誕
生
す
る
近
代
登
山
に
お
け
る
山
案
内
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
と

け

い

ふ

考
え
ら
れ
ま
す
｡
こ
う
し
た
流
れ
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
､
そ
こ
に
は
　
〟
系
譜
〟
　
と
呼

べ
る
よ
う
な
一
連
の
つ
な
が
り
が
表
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

本
展
は
｢
第
一
部
　
山
人
の
源
流
｣
｢
第
二
部
　
嘉
門
次
､
品
右
衝
門
､
喜
作
の
登
場
｣

｢
第
三
部
　
系
譜
を
た
ど
る
｣
の
三
部
か
ち
展
示
を
構
成
し
て
い
ま
す
｡
こ
こ
で
は
､
嘉

門
次
､
品
右
衛
門
､
喜
作
を
中
心
に
､
北
ア
ル
プ
ス
の
長
野
県
側
を
拠
点
に
暮
ち
し
た

山
人
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
､
か
れ
ち
か
使
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
道
具
な
ど
の
関
係
資
料

を
展
示
し
て
紹
介
し
ま
す
｡
こ
れ
に
よ
り
､
山
人
た
ち
の
山
で
の
暮
ら
し
を
推
測
す
る

と
と
も
に
､
山
人
と
し
て
の
嘉
門
次
､
品
右
衛
門
､
喜
作
の
実
像
に
迫
り
､
か
れ
ろ
が

そ
の
時
代
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
探
り
ま
す
｡
そ
し
て
､
か
れ
ら

三
人
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
山
の
知
恵
を
継
承
し
た
次
世
代
の
猟
師
や
山
案
内
人
た
ち

の
系
譜
を
た
ど
り
ま
す
｡

本
展
の
開
催
に
あ
た
り
､
貴
重
な
資
料
を
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
所
蔵
者
の
皆
様

な
ち
び
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
､
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
｡
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や
ま
う
ど

企
画
展
｢
北
ア
ル
プ
ス
　
山
人
た
ち
の
系
譜

-
嘉
門
次
､
晶
右
衛
門
､
喜
作
　
登
場
の
背
景
-
｣

第
一
部
　
山
人
の
源
流

山
人
と
は
､
山
間
部
や
山
麓
に
住
ん
で
い
た
地
元

そ
ま

の
猟
師
や
柚
(
樵
)
な
ど
､
山
の
幸
を
得
て
生
活
の
糧

と
し
て
い
た
人
び
と
の
こ
と
を
い
い
ま
す
｡

か
れ
ら
は
里
で
の
農
耕
を
中
心
と
す
る
生
活
で
は

な
く
､
奥
山
へ
分
け
入
っ
て
の
狩
猟
･
漁
労
･
採
集

を
お
も
に
行
な
い
な
が
ら
暮
ら
し
ま
し
た
｡
こ
う
し

た
山
人
が
生
み
出
さ
れ
た
源
に
は
､
か
れ
ら
が
生
活

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

し
た
山
の
集
落
が
も
っ
て
い
た
地
理
的
な
要
因
や
歴

史
の
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
｡

一
､
山
の
暮
ら
し

か
つ
て
､
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
山
村
で
は
､
ク
マ
､

カ
モ
シ
カ
､
サ
ル
､
キ
ッ
ネ
､
タ
ヌ
キ
､
ウ
サ
ギ
､

テ
ン
な
ど
か
､
ら
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
い
た
る
ま
で
､
里
山

か
､
皇
同
山
に
生
息
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
獣
を
と
ら
え
､

食
用
に
し
た
り
毛
皮
な
ど
を
売
っ
た
り
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
渓
流
を
代
表
す
る
魚
で
あ
る
イ
ワ
ナ
を
釣
り
､

収
入
を
得
て
い
た
人
た
ち
も
い
ま
し
た
｡
こ
の
ほ
か
､

高
山
で
生
育
す
る
植
物
や
産
出
す
る
岩
石
･
鉱
物
な

ど
､
山
岳
の
あ
ち
ゆ
る
自
然
資
源
を
と
り
､
生
活
の

糧
と
し
ま
し
た
｡

一
一
､
山
の
集
落

北
ア
ル
プ
ス
東
面
の
山
際
沿
い
に
､
距
離
を
お
い

て
位
置
す
る
島
々
　
(
長
野
県
松
本
市
安
曇
)
､
大
出

(
長
野
県
大
町
市
平
)
､
牧
(
長
野
県
安
曇
野
市
穂
高
)

と
い
う
信
州
の
三
つ
の
集
落
｡

こ
れ
ち
の
集
落
は
､
そ
れ
ぞ
れ
各
山
域
へ
の
入
山

口
に
も
っ
と
も
近
い
場
所
に
位
置
し
､
少
な
-
と
も

大
正
期
ま
で
ほ
北
ア
ル
プ
ス
に
入
山
し
て
山
仕
事
を

良

す
る
人
た
ち
や
登
山
者
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
で
し

た
｡(

一
)
安
曇
村
島
々
(
現
松
本
市
安
曇
島
々
)

江
戸
時
代
､
松
本
藩
は
上
高
地
を
ふ
く
む
周
辺
の

北
ア
ル
プ
ス
東
面
一
帯
に
お
い
て
藩
有
林
の
伐
採
事

い

り

よ

ん

そ

ん

業
を
行
い
､
｢
入
四
か
村
｣
(
梓
川
上
流
域
の
渓
谷
沿
い

に
点
在
す
る
か
つ
て
の
大
野
田
村
､
嶋
々
村
､
稲
核

村
､
大
野
川
村
の
四
村
の
総
称
)
の
村
人
た
ち
が
机

と
し
て
森
林
伐
採
の
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
｡
島
々

か
ら
島
々
谷
川
を
さ
か
の
ぼ
り
､
徳
本
峠
を
越
え
て

明
神
付
近
に
下
る
道
は
､
上
高
地
周
辺
で
伐
採
を
行

な
っ
た
机
た
ち
が
利
用
し
た
重
要
な
道
筋
で
し
た
｡

(
二
)
野
口
村
大
出
(
現
大
町
市
平
大
出
)

大
出
周
辺
で
は
､
篭
川
､
高
瀬
川
､
鹿
島
川
の
三

河
川
が
合
流
し
て
お
り
､
大
出
と
い
う
地
名
は
伏
流

水
が
大
量
に
湧
き
出
る
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
と
も
い

い
ま
す
｡
明
治
期
ま
で
は
人
家
も
ま
ば
ち
で
､
野
口

村
西
方
に
位
置
す
る
同
村
の
枝
郷
で
し
た
｡

江
戸
時
代
､
野
口
村
は
信
濃
･
越
中
両
国
境
に
接

し
､
松
本
･
加
賀
両
藩
の
領
界
に
位
置
し
､
村
の
西

奥
に
は
北
ア
ル
プ
ス
と
い
う
広
大
な
山
岳
地
帯
を
か

か
え
る
山
の
村
で
し
た
｡
藩
が
領
有
す
る
山
の
管
理

は
同
村
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

(
≡
)
西
穂
高
村
牧
(
現
安
曇
野
市
塵
南
牧
)

牧
は
､
烏
川
扇
状
地
の
扇
頂
に
位
置
し
､
北
ア
ル

プ
ス
東
面
の
山
麓
に
沿
っ
た
周
辺
地
域
か
ら
は
縄
文

時
代
の
遺
跡
が
多
数
確
認
さ
れ
､
付
近
に
は
数
多
く

の
古
代
の
古
墳
も
存
在
し
て
い
ま
す
∵
こ
の
場
所
に

し

･

カ

古
代
､
朝
廷
直
轄
の
牧
場
で
あ
る
｢
猪
鹿
の
牧
｣
が
成

立
し
た
こ
と
が
､
そ
の
地
名
の
由
来
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
｡さ
ら
に
､
牧
山
崎
地
区
の
西
に
は
､
古
代
の
終
わ

り
か
ち
中
世
の
開
山
と
い
わ
れ
る
栗
尾
山
満
願
寺
も
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｢遠山品右衛門｣平の小屋にて

明治44年(191 1)8月29日掃影(当館蔵)
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｢上條嘉門次｣上高地にて
明治45年(1912)7月下旬　渋沢敬三撮影

(上條輝夫氏堤供)

｢小林喜作｣

(小林重民提供)

あ
り
､
牧
は
穂
高
地
域
で
も
っ
と
も
古
い
歴
史
を
も

ち
ま
す
｡

第
一
一
部
　
裏
門
次
､
晶
右
衛
門
､
喜
作
の
登
場

北
ア
ル
プ
ス
の
山
人
の
な
か
で
も
､
ひ
と
き
わ
際

立
っ
た
存
在
と
し
て
語
ら
れ
る
島
々
の
上
條
嘉
門
次
､

大
出
の
遠
山
品
右
衛
門
､
牧
の
小
林
喜
作
｡

三
人
は
登
山
者
に
請
わ
れ
れ
ば
猟
や
釣
り
の
合
間

に
山
を
案
内
し
､
登
山
の
助
言
を
し
ま
し
た
｡
そ
れ

に
よ
り
､
明
治
期
以
降
に
展
開
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
近

代
登
山
史
に
山
案
内
人
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
､
あ
く
ま
で
も
か
れ
ら
の
本
業
は
ク
マ
･

カ
モ
シ
カ
猟
や
イ
ワ
ナ
釣
り
で
し
た
｡

一
､
上
條
嘉
門
次
(
旧
姓
･
有
馬
)

弘
化
四
年
二
八
四
七
)
生
ま
れ
｡
大
正
六
年

(
一
九
一
七
)
没
｡
稲
核
村
明
ケ
平
出
身
､
後
に
島
々

で
暮
ら
す
｡
｢
上
高
地
の
主
｣
｢
穂
高
の
仙
人
｣
｢
南
の

お
や
じ
｣
な
ど
と
称
さ
れ
る
島
々
の
猟
師
･
釣
師
｡

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
父
･
有
馬
又
七
に
つ
れ
ち
れ
て

徳
本
峠
周
辺
へ
猟
に
出
か
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
夏
､
十
歳
の
と
き
に
父
に

連
れ
ろ
れ
て
上
高
地
へ
入
り
､
机
の
見
習
い
と
し
て

過
ご
し
て
以
後
､
柵
仕
事
の
た
め
上
高
地
に
季
節
的

に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
り
､
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)

夏
､
十
六
歳
で
松
本
藩
の
蒲
有
林
見
廻
役
の
助
手
に

な
り
ま
し
た
｡
そ
し
て
､
明
治
十
三
年
(
一
八
八
〇
)

三
十
二
､
三
十
三
歳
)
､
明
神
池
畔
に
狩
猟
用
の
仮

小
屋
(
嘉
門
次
小
屋
)
を
持
ち
､
以
後
､
こ
こ
を
拠
点

に
猟
や
釣
り
を
行
な
い
ま
し
た
｡

一
方
､
明
治
十
八
年
夏
､
三
十
七
歳
の
と
き
に
農

商
務
省
技
師
･
坂
市
太
郎
の
槍
ヶ
岳
～
鷲
羽
岳
～
薬

師
岳
縦
走
を
案
内
し
た
の
が
記
録
に
残
る
最
初
の
登

山
案
内
で
す
｡
そ
れ
以
前
に
も
明
治
十
年
に
イ
ギ
リ

ス
人
冶
金
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
･
ガ
ウ
ラ
ン
ド
ち
を

槍
ヶ
岳
に
案
内
し
た
の
で
は
と
も
い
わ
れ
ま
す
｡
記

録
に
あ
る
限
り
で
は
､
登
山
者
を
山
に
案
内
し
た
回

数
は
､
お
も
に
晩
年
の
十
年
間
を
中
心
に
二
十
回
弱

で
す
｡

二
､
遠
山
品
右
衛
門
(
本
名
,
豊
吉
)

嘉
永
四
年
一
一
八
五
一
)
生
ま
れ
｡
大
正
九
年

(
一
九
二
〇
)
没
｡
野
口
村
大
出
出
身
｡
｢
里
蔀
の
主
｣

｢
山
の
親
父
｣
｢
仏
心
を
も
っ
た
山
の
主
｣
な
ど
と
称
さ

れ
る
大
出
の
猟
師
･
釣
師
｡

一
説
に
慶
応
二
年
二
八
六
六
)
こ
ろ
(
十
四
､
十
五

歳
こ
ろ
)
か
ら
黒
部
渓
谷
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
｡
お
そ
ら
-
柵
な
ど
の
山
仕
事

や
猟
の
た
め
､
父
･
遠
山
薪
三
郎
(
通
称
･

長
左
衛
門
か
?
)
に
連
れ
ち
れ
て
の
こ
と

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
｡
そ
し
て
､
明
治

八
年
二
八
七
五
)
こ
ろ
(
二
十
三
､
二
十
四

歳
こ
ろ
)
に
黒
部
川
平
の
右
岸
側
に
仮
小

屋
(
平
の
小
尾
)
を
建
て
､
以
後
､
こ
こ
を

拠
点
に
夏
は
イ
ワ
ナ
釣
り
を
行
い
ま
し
た
｡

明
治
四
十
年
こ
ろ
ま
で
に
は
､
平
の
小
屋

の
ほ
か
に
も
黒
部
川
上
流
の
栗
沢
出
合
と

下
流
の
御
山
谷
出
合
に
も
仮
小
屋
を
も
ち
､

山
林
局
か
ら
盗
伐
の
監
視
役
を
依
託
さ
れ
て
い
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

一
方
､
実
際
の
登
山
案
内
は
行
な
わ
な
か
っ
た
よ

う
で
､
明
治
四
十
四
年
(
あ
る
い
は
四
十
三
年
)
十

月
､
六
十
歳
の
と
き
､
当
時
三
十
四
歳
の
長
男
･
作

十
郎
と
と
も
に
､
大
町
に
あ
っ
た
旅
館
･
到
山
館
の

百
瀬
慎
太
郎
(
当
時
十
八
歳
)
を
平
の
小
屋
ま
で
連
れ

て
行
っ
た
記
録
が
唯
一
残
る
だ
け
で
す
｡

三
､
小
埜
喜
作

明
治
八
年
二
八
七
五
一
生
ま
れ
｡
大
正
十
二
年

二
九
二
三
)
没
｡
西
穂
高
村
牧
出
身
｡
｢
山
の
神
｣
｢
ア

ル
プ
ス
の
名
物
男
｣
な
ど
と
称
さ
れ
た
牧
の
猟
師
｡

十
代
の
こ
ろ
に
､
牧
の
猟
師
･
藤
原
浜
吉
に
頼
ん

･
も
ち
こ

で
飯
炊
き
や
持
子
(
獲
物
の
運
搬
役
)
と
し
て
猟
へ
連

れ
て
行
っ
て
も
ち
っ
た
り
､
烏
川
村
あ
る
い
は
三
田

柿
(
現
長
野
県
安
壁
野
市
堀
金
一
の
猟
師
･
猿
田
弥
太

郎
や
牧
の
猟
師
･
藤
原
為
一
郎
(
通
称
･
為
石
衛
門
)

に
つ
い
た
り
し
て
猟
を
覚
え
た
と
も
伝
わ
り
ま
す
｡

明
治
末
期
か
ら
､
猟
や
山
仕
事
の
合
間
に
は
登
山

者
を
山
へ
案
内
し
ま
し
た
｡

大
正
九
年
二
九
二
〇
)
秋
､
中
房
温
泉
経
営

者
･
百
瀬
猪
三
松
､
百
瀬
彦
一
郎
親
子
の
協
力
の
も

と
､
長
男
･
一
男
､
牧
や
有
明
村
(
現
長
野
県
安
曇
野

市
穂
高
)
の
住
人
二
十
名
前
後
も
携
わ
り
､
大
天
井

岳
か
ち
西
岳
を
へ
て
束
鎌
尾
根
か
ら
槍
ヶ
岳
へ
い
た

る
登
山
道
(
喜
作
新
道
)
の
開
削
工
事
を
一
応
完
了
さ

せ
､
翌
十
年
に
本
格
的
に
完
成
さ
せ
ま
す
｡
そ
し
て
､

同
年
秋
､
牧
の
大
工
･
寺
島
文
治
ち
と
と
も
に
､
殺

生
小
屋
(
現
殺
生
ヒ
ュ
ッ
テ
)
を
新
道
の
終
点
付
近
に

あ
た
る
槍
ヶ
岳
直
下
に
建
設
し
､
翌
十
一
年
六
月
に

小
屋
を
開
業
さ
せ
ま
し
た
｡
し
か
し
､
翌
十
二
年
三

月
､
出
猟
中
に
爺
ケ
岳
北
西
の
樺
小
屋
沢
で
､
雪
崩

に
よ
っ
て
長
男
･
一
男
と
と
も
に
遭
難
死
し
ま
し
た
｡

第
一
二
部
　
系
譜
を
た
ど
る

嘉
門
次
､
品
右
衛
門
､
喜
作
の
三
人
が
､
生
ま
れ

育
っ
た
山
の
集
落
に
お
い
て
継
承
し
､
身
に
つ
け
て

い
た
狩
猟
や
山
歩
き
の
技
術
な
ど
の
〟
山
の
知
恵
〟

は
次
世
代
へ
も
引
き
継
が
れ
､
の
ち
に
誕
生
す
る
近

代
登
山
に
お
け
る
山
案
内
人
に
も
大
き
な
膨
饗
を
あ

た
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

こ
こ
で
は
､
嘉
門
次
､
品
右
筒
口
､
喜
作
を
中
心

に
し
て
､
北
ア
ル
プ
ス
の
信
州
側
に
お
け
る
両
人
と

初
期
の
山
案
内
人
の
系
譜
を
た
ど
り
ま
す
｡



2007･1･25　市立大町山岳博物館　　　　　　山　と　博　物　館　　　　　　　　　　第52巻　第1号④

S S　　888
主会　　日講演

催揚　　時節題

この｢山と博物館｣は再生紙を使用し､石油溶剤の代わりに大豆油を使用した大豆インキで印刷しています｡

一
､
島
々
周
辺
の
山
人

〓
)
上
條
一
族

か

み

じ

ょ

う

か

よ

き

ち

上
條
嘉
代
吉
(
嘉
門
次
　
長
男
｢
‥
明
治
四
年

二
八
七
二
生
ま
れ
｡
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
没
｡

島
々
出
身
｡

か
み
じ
ょ
う
ま
ご
と

上
條
孫
人
(
嘉
代
吉
　
三
男
､
島
々
の
山
案
内
人
)

-
･
明
治
四
十
三
年
二
九
一
〇
)
生
ま
れ
｡
昭
和

五
十
一
年
(
一
九
七
六
)
没
｡
島
々
出
身
｡

≡
)
嘉
門
次
の
弟
子

お
お
い
し
ょ
う
き
ち

大
井
庄
吉
(
嘉
門
次
に
師
事
､
数
河
出
身
で
島
々

の
猟
師
･
釣
師
｢
‥
明
治
十
二
年
二
八
七
九
)
坐

ま
れ
｡
昭
和
十
九
年
二
九
四
四
)
没
｡
細
江
村
数
河

(
現
岐
阜
県
飛
騨
市
)
出
身
｡

う

ち

の

つ

ね

し

ろ

う

内
野
常
次
郎
(
嘉
門
次
に
師
事
､
中
尾
の
猟
師
･

釣
師
｢
‥
明
治
十
七
年
二
八
八
四
)
生
ま
れ
｡
昭

和
二
十
四
年
二
九
四
九
)
没
｡
上
宝
村
中
尾
(
現
岐

阜
県
高
山
市
上
宝
)
出
身
｡

二
へ
大
出
･
大
町
周
辺
の
山
人

二
一
遠
山
一
族

L
L
ん
や
ま
､
,
/
､
し
の
う
う
っ

遠
山
作
十
郎
(
品
右
衛
門
　
長
男
｢
‥
明
治
十
年

二
八
七
七
)
生
ま
れ
｡
大
正
六
年
二
九
一
七
)
没
｡

人
出
出
身
｡

と
お
や
ま
ひ
ょ
う
r
J
ぶ
ろ
う

遠
山
兵
三
郎
(
品
右
衛
門
　
次
男
｢
-
明
治

十
三
年
二
八
八
〇
)
生
ま
れ
｡
昭
和
二
十
九
年

二
九
五
四
)
没
｡
大
出
出
身
｡

と

･

3

ヤ

よ

･

?

し

や

遠
山
富
士
弥
(
品
右
衛
門
　
三
男
｢
‥
明
治
二
十
年

一
一
八
八
七
)
生
ま
れ
｡
昭
和
四
十
一
年
(
一
九
六
六
)

没
｡
大
出
出
身
｡

(
二
)
黒
部
の
山
賊

終
戦
匝
後
の
昭
和
二
十
年
二
九
四
五
)
､
北
ア
ル

プ
ス
周
辺
で
は
三
保
蓮
華
岳
方
面
に
山
賊
が
い
て
黒

部
渓
谷
一
帯
を
荒
し
ま
わ
っ
て
い
る
と
い
う
噂
話
が

広
ま
っ
て
い
ま
し
た
｡
〟
黒
部
の
山
賊
〟
　
と
噂
さ
れ

た
の
は
､
当
時
無
人
と
な
っ
て
い
た
三
保
小
屋
を
根

城
に
､
猟
や
釣
り
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
遠
山
富
士

弥
を
筆
頭
に
す
る
大
町
周
辺
の
猟
師
た
ち
で
し
た
｡

と
お
や
ま
り
ん
へ
い

遠
山
林
平
(
大
出
の
猟
師
･
釣
師
｢
‥
明
治

三
十
四
年
(
一
九
〇
一
)
生
ま
れ
｡
昭
和
四
十
九
年

(
一
九
七
四
)
没
｡
大
出
出
身
｡

く

.

.

し

げ

か

っ

た

ろ

う

倉
繁
勝
太
郎
(
新
潟
出
身
で
大
町
の
猟
師
)
･
‥
明

治
二
十
年
二
八
八
七
)
生
ま
れ
｡
昭
和
二
十
八
年

(
一
缶
連
に
遥
‥
新
潟
県
出
身
｡

鬼
繋
善
一
郎
(
広
津
の
猟
師
｢
-
大
正
三
年

二
九
一
四
)
生
ま
れ
｡
平
成
九
年
二
九
九
七
)
没
｡

広
津
村
栂
尾
(
現
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
広
澤
)
出

身
｡≡

)
黒
部
最
後
の
職
漁
者

そ
ね
は
ら
ふ
ん
へ
い

曽
根
原
文
平
(
富
士
弥
と
組
む
､
大
町
の
釣
師
)

大
正
四
年
二
九
一
五
)
生
ま
れ
｡
平
成
十
二
年
三

〇
〇
〇
)
没
｡
大
町
八
日
町
(
現
長
野
県
大
町
市
大

町
)
出
身
｡

三
､
枚
,
有
明
周
辺
の
山
人

(
一
)
喜
作
の
師
匠

喜
作
は
､
十
代
は
じ
め
こ
ろ
か
三
一
十
歳
こ
ろ

ま
で
､
牧
周
辺
の
猟
師
た
ち
に
頼
ん
で
猟
へ
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
そ

う
す
る
こ
と
で
喜
作
は
一
人
前
の
猟
師
に
成
長
し
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

こ
こ
で
は
､
幼
い
こ
ろ
の
喜
作
を
猟
に
連
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
伝
わ
る
､
江
戸
末
期
か
ち
明

治
･
大
正
期
こ
ろ
の
牧
周
辺
の
猟
師
た
ち
を
紹
介
し

ま
す
｡

(
I
一
,
撫
茄
誌

小
林
一
男
(
喜
作
　
長
男
)
‥
･
明
治
三
十
五
年

(
一
九
〇
二
)
生
ま
れ
｡
大
正
十
二
年
二
九
二
三
)
没
｡

牧
出
身
｡

四
､
山
案
内
人

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
山
村
に
す
む
山
人
た
ち
は
､

狩
猟
や
山
仕
事
の
経
験
を
い
か
し
て
明
治
期
か
ら
登

山
者
を
山
へ
案
内
し
ま
し
た
｡
そ
し
て
､
大
正
初
期
､

近
代
登
山
が
隆
盛
を
み
せ
は
じ
め
る
と
､
里
で
農
耕

を
中
心
に
-
ら
す
人
の
な
か
に
も
､
夏
場
の
現
金
収

入
源
と
し
て
登
山
案
内
を
行
な
う
人
も
あ
･
ら
わ
れ
ま

す
｡
こ
う
し
た
初
期
の
山
案
内
人
の
場
合
､
両
人
と

一
緒
に
山
を
歩
-
こ
と
で
は
じ
め
て
山
を
覚
え
る
こ

と
も
少
な
-
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
｡

こ
こ
で
は
､
大
町
周
辺
に
お
い
て
､
明
治
末
期
か

ら
昭
和
中
期
こ
ろ
に
活
動
し
た
お
も
な
初
期
の
山
案

内
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
｡

(
以
上
､
展
示
解
説
文
よ
り
一
部
抜
粋
)

※
本
展
に
あ
わ
せ
､
展
示
内
容
を
詳
し
-
繍
介
し
た
展
示
解

説
書
(
A
川
副
･
単
色
刷
･
4
6
頁
､
税
込
価
構
二
〇
〇
日
)

を
販
売
し
ま
す
｡
ご
希
望
の
方
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
｡

産
経
新
聞
社
長
野
支
局
　
天
糸
タ
イ
ム
ス
株
式
会
社
　
民

友
信
州
　
市
民
タ
イ
ム
ス
　
F
M
長
野
　
s
B
C
信
越
放

送
　
N
B
S
長
野
放
送
　
(
株
)
テ
レ
ビ
信
州
　
長
野
朝
日

放
送
(
株
)
　
ア
ル
プ
ス
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
(
株
)
　
大
町

苗
有
線
放
送
電
話
農
協

S
観
覧
料
　
通
常
入
館
料
金
(
大
人
四
〇
〇
円
､

高
校
生
三
〇
〇
日
､
小
･
中
学
生
二
〇
〇
日
)

(
常
設
脹
示
と
共
通
､
-
∵
上
名
桜
以
上
の
団
体
は

各
五
〇
日
間
引
､
そ
の
ほ
か
名
柵
割
引
あ
り
)

関
連
催
し
の
お
知
ら
せ

企
画
展
開
催
に
あ
わ
せ
､
会
期
中
､
記
念
講
演
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
｡

山
岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
菊
地
俊
朗
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
､
両
人
で
あ
る
嘉
門
次
､
品
石
綿
門
､
喜
作
が
日
本
に
お

け
る
近
代
登
山
史
に
海
域
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い

て
､
当
時
の
社
会
状
況
を
含
め
て
解
説
い
た
だ
き
､
か
れ
ら

二
人
の
実
像
に
迫
り
ま
す
｡

な
お
､
こ
の
講
演
会
は
山
岳
博
物
館
友
の
会
総
会
の
記
念

講
演
会
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
｡

｢
嘉
門
次
､
品
有
衛
門
､
喜
作
登
場
の
背
畢

菊
地
俊
朗
氏
(
山
岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

平
成
十
九
年
三
月
十
一
日
(
〓
)

午
前
十
時
～
十
一
些
一
千
分

両
立
大
町
山
岳
博
物
館
　
講
堂

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

企
画
展
の
ご
案
内

｢
北
ア
ル
プ
ス
山
人
た
ち
の
系
譜

-
嘉
門
次
､
]
間
者
衝
門
､
靖
作
　
鷺
場
の
蒔
最
I
L

鵜
会
　
期
　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
七
日
壬
)
～

三
月
二
十
五
日
(
H
)

(
会
期
中
の
月
耽
日
､
祝
日
の
*
'
日
は
休
館
｡
た
だ
し
､

月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
､
薄
日
休
館
)

8
時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
(
入
場
は
牛
後
国
母
二
十
分
ま
で
一

書
場
　
所
　
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
特
別
展
示
室
･
ホ
ー
ル

喜
主
　
催
　
市
立
大
町
山
岳
博
物
館

S
後
　
援
　
信
濃
毎
日
新
聞
社
　
朝
日
新
聞
松
本
支
局
　
中

日
新
聞
社
　
讃
蔽
新
聞
松
本
支
局
　
毎
日
新
聞
松
本
支
局

大
町
山
岳
博
物
館
友
の
会

S
参
加
費
　
無
料

S
申
込
み
　
香
婁

詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
山
岳
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
｡

山
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